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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

 

（評価結果の所見） 

 本研究領域は、反応集積化により、合成の困難な分子、特に生理活性を有する化合物としてポテン

シャルが期待される中分子を合成し、その機能開拓を図る研究である。薬理作用を持った複雑な構造

の有機中分子化合物を、マイクロリアクターを駆使することでその合成を可能にし、また量産化への

道を拓
ひら

いており、大きな成果であると認められる。1300 編を超える原著論文はこの研究領域におい

ては圧倒的であり、成果の質及び量は十分である。中分子戦略について方法論は示せたが研究領域と

して何を達成したのか、この点がやや不明確であった。 

領域設定期間内には数多くの高機能中分子合成に成功し、また、二つの予想外の展開として「生理

活性分子の複合化」と「細胞内合成」があり、将来の波及効果も期待される様々な成果が集積されて

いるため、今後の進展が期待される。 

 

 

  


